
新
潟
中
央
環
状
道
路
の
役
割
と

　

山
の
下
東
港
線
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

平
松　

洋
一（

翔
政
会
）

　
　

新
潟
中
央
環
状
道
路
は
単
な
る
道

路
で
は
な
く
、
首
都
圏
の
受
け
皿
と
な

る
日
本
海
側
の
「
防
災
・
救
援
首
都
」

機
能
を
向
上
さ
せ
、
本
市
の
産
業
を
振

興
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
。
北
区
長
戸
呂

地
区
に
お
け
る
事
業
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　

北
区
長
戸
呂
地
区
に
つ
い
て
は
、

現
在
計
画
ル
ー
ト
を
地
元
と
調
整
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。
引
き
続
き
地
元
と

意
見
交
換
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
現
道

の
交
通
安
全
対
策
も
実
施
し
て
い
く
。

　
　

山
の
下
東
港
線
は
、
新
潟
西
港
・

空
港
・
東
港
の
三
つ
の
港
を
結
ぶ
幹
線

道
路
と
し
て
期
待
さ
れ
、
新
潟
東
港
の

工
業
地
帯
か
ら
貨
物
や
製
品
を
運
ぶ
重

要
な
道
路
で
あ
る
。
空
港
の
活
性
化
、

防
災
・
救
援
首
都
機
能
、
新
潟
医
療
福

祉
大
学
と
の
連
携
な
ど
多
く
の
役
割
が

あ
る
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

未
整
備
区
間
の
事
業
化
に
つ
い
て

は
、
新
潟
東
港
周
辺
の
土
地
利
用
の
動

向
や
周
辺
道
路
の
交
通
量
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

米
農
業
都
市
新
潟
の
農
業
政
策
と

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

佐
藤　

幸
雄（

翔
政
会
）

　
　

本
市
は
米
農
業
の
都
市
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
価
格
が
原
価
割
れ
し
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
減
少
が
進
む
中
、
園

芸
農
業
へ
の
転
換
も
困
難
な
状
況
で
あ

り
、
も
う
か
る
農
業
を
実
現
で
き
て
い

な
い
。
本
市
の
農
業
は
壊
滅
状
態
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

　
　

意
欲
あ
る
農
業
者
が
地
域
の
担
い

手
に
育
ち
、
も
う
か
る
農
業
を
実
践
す

る
こ
と
が
、
リ
タ
イ
ア
し
た
農
業
者
や

地
域
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
支
援
を
行
う
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す

本
市
と
し
て
、
民
間
住
宅
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
の
考
え
は
あ

る
か
。
ま
た
広
大
な
農
地
で
耕
作
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
成
を
両
立
す
る

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、

本
市
で
の
実
現
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

●ソーラーシェアリング
（営農型太陽光発電）

　農地に支柱を立てて、上部
空間に太陽光発電設備を設
置し、太陽光を農業生産と発
電とで共有（シェア）するこ
とで、農作物と電力両方を得
る取り組み。作物の販売収入
に加えて、売電による継続的
な収入や発電電力の自家利
用などによる農業経営の更
なる改善が期待できる。

　
　

民
間
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設
置

支
援
を
行
っ
て
お
り
、田
や
畑
で
の
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
本
市
で
も
十

分
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
と

　

そ
の
課
題

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
は
、

県
が
県
内
市
町
村
な
ど
か
ら
意
見
を
聴

取
し
、
そ
の
一
部
を
反
映
し
て
２
０
１

９
年
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
が
担

う
業
務
は
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
・
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
か

ら
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
と
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
設
置
さ
れ
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
・
避
難
経
由
所
・
避
難

所
の
全
体
像
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
候

補
地
が
３
カ
所
、
避
難
経
由
所
が
６
カ

所
、
避
難
所
は
市
指
定
の
避
難
所
の
一

部
１
９
８
カ
所
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

原
発
事
故
の
特
殊
性
か
ら
原
発
事

故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
原
子
力
災

害
広
域
避
難
計
画
で
本
市
が
担
う
避
難

者
受
け
入
れ
の
業
務
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

原
子
力
災
害
は
地
震
災
害
な
ど
複

合
的
な
発
生
や
本
市
の
同
時
被
災
も
あ

り
得
る
。
本
市
と
他
市
の
市
民
の
同
時

受
け
入
れ
に
は
、
避
難
所
の
収
容
人
数
、

職
員
不
足
な
ど
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
を
進
め
る
上
で
の
課
題
と



北
区「
エ
リ
ア
バ
ス
×
タ
ク
」の
社
会
実
験

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

県
都
で
あ
る
本
市
は
、
県
内
に
限

ら
ず
周
辺
各
県
も
含
め
た
よ
り
広
い
エ

リ
ア
の
拠
点
で
あ
る
。
に
い
が
た
２
ｋ

ｍ
の
取
り
組
み
は
市
内
８
区
に
こ
だ
わ

り
過
ぎ
ず
に
大
き
な
視
点
で
、
拠
点
都

市
と
し
て
の
都
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

ま
ず
は
活
力
を
持
た
せ
た
都
心
エ

リ
ア
と
旧
市
町
村
の
地
域
と
を
結
び
、

本
市
全
体
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　
　

北
区
長
浦
地
区
に
て
、
新
年
度
か

ら
社
会
実
験
が
始
ま
る
公
共
交
通
の
新

た
な
取
り
組
み
「
エ
リ
ア
バ
ス
×
タ
ク
」

は
、
光
晴
中
学
校
の
一
部
生
徒
が
冬
季

間
通
学
で
利
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
廃
止
に
も
対
応
し
た
も
の
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
目
的
を
伺
う
。

　
　

平
成
24
年
度
か
ら
継
続
し
て
き

た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
社
会
実
験
で
の
課

題
を
解
消
し
、
高
齢
者
に
や
さ
し
く
、

中
学
生
の
通
学
で
も
利
用
で
き
る
仕
組

み
と
し
た
。
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
、

本
格
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
と

　

手
話
通
訳
者
な
ど
の
派
遣
事
業
の
見
直
し

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

　
　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
選
択

し
て
も
ら
う
た
め
、
魅
力
的
な
雇
用
を

創
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
本
市
が

率
先
し
て
雇
用
を
増
や
す
べ
き
と
考
え

る
。
全
市
的
な
地
域
課
題
の
解
決
を
図

る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
と
し
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

協
力
隊
の
活
動
情
報
を
発
信
し
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
移
住

定
住
を
呼
び
込
む
効
果
も
期
待
で
き
る
。

本
市
も
さ
ら
な
る
活
用
を
検
討
す
る
。

　
　

本
市
の
手
話
通
訳
者
な
ど
を
派
遣

す
る
事
業
で
は
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
を
除

き
、
飲
酒
を
伴
う
飲
食
の
場
へ
派
遣
が

で
き
な
い
。
ま
た
派
遣
の
対
象
は
県
内

の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
今
後
の
支
援
体

制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

要
件
緩
和
に
は
通
訳
者
な
ど
の
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
養
成

に
取
り
組
む
。
県
外
広
域
派
遣
制
度
は
、

他
の
政
令
市
の
状
況
も
踏
ま
え
、
今
後

の
制
度
改
正
で
盛
り
込
む
よ
う
進
め
る
。

歩
い
て
楽
し
い
空
間
づ
く
り
と

　

鳥
屋
野
潟
南
部
開
発

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

　
　

ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
本
市
が
ヒ
ト
中
心
の
社

会
へ
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
令

和
７
年
度
完
成
に
向
け
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
万
代
広
場
に
は
ベ
ン
チ
や

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
歩
い
て
楽
し
い
空
間
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も

の
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
の
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
で
は
、

ベ
ン
チ
な
ど
の
施
設
を
配
置
す
る
際
に
、

魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
す
る
な
ど
、
く
つ
ろ
げ
る
、
歩
い
て

楽
し
い
、
緑
豊
か
な
都
市
空
間
の
実
現

に
向
け
、
官
民
連
携
に
よ
り
取
り
組
む
。

　
　

郊
外
に
新
し
い
市
街
地
を
開
発
す

る
鳥
屋
野
潟
南
部
開
発
計
画
と
、
都
心

軸
の
活
性
化
を
積
極
的
に
進
め
る
に
い

が
た
２
ｋ
ｍ
の
取
り
組
み
は
趣
旨
が
整

合
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
の
開
発
が
も
た
ら
す
交
流
人
口

拡
大
な
ど
が
、
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
の
取

り
組
み
に
大
い
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
と

　

学
校
看
護
師
の
体
制
拡
充

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

改
正
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
法
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
を

抑
制
し
維
持
管
理
の
適
正
化
な
ど
を
強

化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
年
４
月

に
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
が
管
理

適
正
化
推
進
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
本
市
も
計
画
策
定
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

法
律
の
改
正
を
踏
ま
え
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
適
正
化
を
推
進
す
べ
く
、

計
画
策
定
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
児
が
校
外
学
習
や
修

学
旅
行
に
も
行
け
る
よ
う
、
ま
た
学
校

看
護
師
の
休
暇
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

学
校
看
護
師
の
増
員
を
進
め
、
新
た
な

運
用
と
確
保
策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

学
校
看
護
師
の
増
員
と
新
た
な
運

用
体
制
に
つ
い
て
は
課
題
と
捉
え
て
お

り
、
児
童
生
徒
の
状
況
や
学
校
看
護
師

の
配
置
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き

続
き
学
校
看
護
師
の
効
果
的
な
配
置
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。（
教
育
長
）

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
と

　

本
市
に
お
け
る
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
文
化

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

　
　

市
長
は
本
年
１
月
14
日
に
、
特
定

失
踪
者
で
あ
る
大
澤
孝
司
さ
ん
の
兄
の

昭
一
さ
ん
か
ら
、
孝
司
さ
ん
を
拉
致
被

害
者
と
し
て
認
定
す
る
よ
う
求
め
る
要

望
書
を
受
け
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
に
関
す
る
市
長
の
気
持
ち
と
、
特
定

失
踪
者
に
対
す
る
認
識
を
伺
う
。

　
　

大
澤
孝
司
さ
ん
が
拉
致
被
害
者
認

定
さ
れ
な
い
現
状
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

拉
致
認
定
を
含
め
、
拉
致
問
題
解
決
に

向
け
て
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
行
う
。

　
　

本
市
は
数
々
の
人
気
マ
ン
ガ
家
や

ア
ニ
メ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
輩
出
し
て
お

り
、
平
成
24
年
に
「
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
策

定
し
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
ま
ち
と
し

て
歩
ん
で
き
た
。
本
市
に
と
っ
て
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

「マンガ・アニメのまち　にいがた」の情報発
信拠点である新潟市マンガ・アニメ情報館

　
　

本
市
の
文
化
に
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

は
不
可
欠
で
あ
り
、
創
作
者
を
含
め
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
培
っ

た
長
い
歴
史
が
あ
る
。
今
後
も
、
主
体

的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

▼

一
般
質
問
者
は
23
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼


の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
、
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

にいがた市議会だより3 令和４年（2022年）４月17日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


